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湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
絆

湘南フォーラム絆 所 属 議 員

新
時
代
に
さ
ら
に
輝
く
ま
ち
へ

防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
す
る

山
原 

栄
一 

議
員

久保田 聡 議員 出村 光 議員

令
和
７
年
度 

一般
会
計
決
算
か
ら

問
　
令
和
７
年
度
決
算
の
総
括

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
施
策
が
実
を
結
び
、
地
域

経
済
が
活
性
化
し
た
こ
と
に
よ

り
、
市
税
収
入
は
初
め
て
５
０

０
億
円
を
超
え
、
過
去
最
高
と

な
っ
た
。
歳
出
で
は
、
税
収
を

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
防

災
・
減
災
対
策
や
、
子
育
て
・

教
育
環
境
の
整
備
、
産
業
振
興

な
ど
、
多
様
な
施
策
に
還
元

し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
た
と

認
識
し
て
い
る
。

問
　
財
源
が
確
保
で
き
な
け
れ

ば
事
業
の
継
続
は
で
き
な
い
。

８
年
度
も
折
り
返
し
だ
が
、
現

在
の
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
四
半
期
ご
と
に
財
政
状

況
の
報
告
を
受
け
、
将
来
必
要

な
予
算
や
方
向
性
は
認
識
し
て

い
る
。
今
後
も
、
社
会
経
済
の

状
況
変
化
に
よ
る
新
た
な
行
政

需
要
や
財
政
調
整
基
金
の
積
み

立
て
な
ど
、
課
題
へ
の
対
応
も

想
定
さ
れ
る
。
自
主
財
源
を
ど

れ
だ
け
確
保
で
き
る
か
が
重
要

で
あ
り
、
組
織
全
体
で
行
財
政

運
営
の
在
り
方
を
認
識
し
、
市

民
が
安
定
し
て
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。

平
和
意
識
普
及
・

啓

発

事

業

問
　
令
和
７
年
度
の
事
業
の
内

容
と
成
果
、
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
平
塚
空
襲
及
び
終
戦
か

ら
80
年
、
本
市
が
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
を
宣
言
し
て
か
ら
40

年
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
例
年
実
施
し
て
い
る
市

民
平
和
の
夕
べ
な
ど
の
事
業
に

新
時
代
に
輝
く
ま
ち
へ 

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る

問
　「
紅
谷
町
５
番
街
区
東
地

区
に
係
る
土
地
活
用
の
検
討
に

関
す
る
覚
書
」
が
締
結
さ
れ
た

が
、
新
時
代
に
向
け
た
本
市
の

顔
づ
く
り
へ
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
こ
の
場
所
か
ら
生
ま

れ
る
新
た
な
活
力
が
、
平
塚
駅

周
辺
地
区
は
も
と
よ
り
市
内
全

域
に
波
及
す
る
よ
う
、
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

産
業
振
興
の
新
時
代
へ

問
　
人
口
減
少
時
代
を
見
据
え

た
、
産
業
振
興
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長
　
今
後
は
Ａ
Ｉ
の
影
響

や
人
口
減
少
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
更

な
る
成
長
と
付
加
価
値
の
向
上

が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
で
は
、

大
学
や
企
業
が
集
積
し
て
い
る

強
み
を
生
か
し
た
、
新
製
品
の

開
発
な
ど
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
。

防
災
減
災
対
策
を
強
化 

避
難
所
の
暑
さ
対
策
は

問
　
猛
暑
や
停
電
時
に
必
要
な

避
難
所
の
備
え
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
避
難
所

に
大
型
フ
ァ
ン
と
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
各
２
台
を
配
備
す
る

ほ
か
、
協
定
締
結
企
業
か
ら
は

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
調
達
を

想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
停
電

時
も
使
用
で
き
る
よ
う
蓄
電
池

や
発
電
機
を
配
備
し
て
い
る
。

現
在
各
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
も
進
め
て
い
る
。

大
気
の
突
発
的
現
象
で 

市
民
の
避
難
行
動
は

問
　
突
発
的
な
災
害
が
起
き
た

際
の
避
難
行
動
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
大
雨
や

道
路
冠
水
な
ど
に
直
面
し
た
際

は
速
や
か
に
避
難
し
、
身
の
安

全
を
確
保
し
て
も
ら
う
た
め
、

防
災
行
政
無
線
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

金
目
川
水
系
の
河
川
は 

雨
量
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル 

規
模
に
達
し
て
い
な
い

問
　
内
水
氾
濫
対
策
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
県
が
金

目
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
基

づ
き
、
時
間
雨
量
50
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
規
模
の
降
雨
に
対
応
す
る

取
リ
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問
　
河
川
整
備
の
課
題
に
つ
い

て
伺
う
。

土
木
部
長
　
金
目
川
水
系
に
関

し
て
は
、
護
岸
整
備
が
行
え
て

い
な
い
箇
所
が
あ
り
、
計
画
雨

量
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
対
応
で

き
て
い
な
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
交
通
の

利
便
性
を
高
め
る
　
中
学
校
部

活
動
の
地
域
展
開
　
旧
市
営
岡

崎
住
宅
跡
地
に
つ
い
て

問
　
予
備
自
衛
官
等
は
、
普
段

は
社
会
の
一
員
と
し
て
生
活

し
、
有
事
の
際
に
国
や
地
域
を

守
る
制
度
で
あ
る
。
令
和
８
年

６
月
、
公
務
員
が
予
備
自
衛
官

等
を
兼
ね
る
場
合
の
環
境
整
備

を
進
め
る
法
改
正
が
行
わ
れ
た

が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
大
規
模
災
害
時
に

現
役
自
衛
官
と
避
難
者
の
救
援

や
生
活
支
援
な
ど
を
担
う
本
制

度
は
、
重
要
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
職
員
が
予
備
自
衛
官
等
を

兼
ね
る
こ
と
は
、
本
市
の
災
害

対
策
体
制
に
有
益
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
組
織
の
防
災
力
強

化
に
つ
な
が
る
制
度
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
予
備
自
衛
官
等
と
し
て
の

招
集
と
、
市
職
員
と
し
て
の
役

割
が
生
じ
た
場
合
、
ど
ち
ら
に

重
き
を
置
く
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
　
非
常
に
悩
ま
し
い

課
題
で
あ
る
。
今
後
示
さ
れ
る

国
の
基
準
や
、
ほ
か
の
地
方
公

共
団
体
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

て
判
断
し
て
い
き
た
い
。

問
　
制
度
改
正
を
職
員
に
周
知

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
う
。

総
務
部
長
　
考
え
は
あ
る
。

多
頭
飼
育
崩
壊
な
ど
の 

不
適
切
飼
育
防
止
の 

取

り

組

み

問
　
協
働
事
業
の
成
果
を
伺

う
。

環
境
部
長
　
行
政
と
民
間
団
体

が
協
力
・
連
携
し
、
福
祉
関
係

団
体
へ
不
適
切
飼
育
の
未
然
防

止
の
周
知
活
動
を
行
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
相
談
先
が
明
確
に
な

り
、
県
や
市
の
支
援
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
　
新
た
な
課
題
を
伺
う
。

環
境
部
長
　「
動
物
」
と
「
人
」

の
問
題
を
区
別
せ
ず
、
関
係
者

が
連
携
し
て
、
未
然
防
止
や
早

期
対
応
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

問
　
協
働
事
業
終
了
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

環
境
部
長
　
福
祉
部
各
課
や
福

祉
団
体
、
協
働
す
る
団
体
の
意

見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

者
、
認
知
症
な
ど
に
よ
り
意
思

能
力
が
乏
し
い
高
齢
者
を
保
護

す
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
る
措
置
を
行
っ
た
と
あ

る
が
、
令
和
７
年
度
の
件
数
と

内
容
を
伺
う
。

市
長
　
環
境
や
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
在
宅
で
の
生
活
が
困
難

な
高
齢
者
73
人
に
対
し
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会

の
判
定
を
経
て
、
入
所
を
決
定

し
た
。
ま
た
、
要
介
護
状
態
に

も
関
わ
ら
ず
、
虐
待
や
認
知
機

能
の
低
下
に
よ
り
契
約
が
困
難

な
高
齢
者
16
人
に
つ
い
て
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
緊
急

入
所
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
適
正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
と
、
安
定
し
た
生
活
の
場

を
確
保
し
た
。

空

家

対

策

問
　
本
市
の
空
家
の
相
談
に
対

す
る
窓
口
と
、
現
在
の
空
家
の

件
数
、
空
家
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
本
市

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
が

窓
口
と
な
り
、
空
家
の
近
隣
な

ど
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
職
員

が
速
や
か
に
現
地
確
認
を
し
て

い
る
。
是
正
が
必
要
な
場
合
に

は
、
所
有
者
な
ど
に
文
書
送
付

や
戸
別
訪
問
に
よ
る
助
言
指
導

を
し
、
問
題
の
解
消
に
努
め
て

い
る
。
現
在
、
是
正
対
応
が
な

さ
れ
て
い
な
い
２
３
７
件
の
空

家
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
策

定
し
た
、「
平
塚
市
管
理
不
全

空
家
等
及
び
特
定
空
家
等
判
断

基
準
」
に
基
づ
き
、
倒
壊
の
危

険
性
が
あ
る
特
定
空
家
に
加
え

て
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
特

定
空
家
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
管

理
不
全
空
家
等
の
認
定
指
導
に

向
け
た
、
判
定
作
業
を
進
め
て

い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
高
齢
者

支
援
　
小
学
校
に
朝
の
居
場
所

を
　
熱
中
症
対
策
　
平
塚
市
博

物
館
の
収
蔵
管
理
は

加
え
、
八
幡
山
公
園
の
平
和
慰

霊
塔
再
整
備
に
併
せ
た
、
核
兵

器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
板
の
設

置
な
ど
を
実
施
し
た
。
戦
争
を

経
験
し
た
世
代
が
減
少
す
る
な

か
、
若
い
世
代
へ
の
平
和
意
識

の
普
及
・
啓
発
が
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

老
人
福
祉
施
設 

入
所
委
託
事
業

問
　
自
宅
で
の
生
活
が
困
難
な

高
齢
者
や
虐
待
を
受
け
た
高
齢

　市議会ホームページの
会議録検索では、日程や
発言者などから簡単に検
索することができます。

会議録検索のご利用を

地
域
か
ら
支
え
る

国
の
安
全
保
障

臼
井 

照
人 

議
員

将
来
に
向
け
て
財
政
確
保
を

府
川 

正
明 

議
員

インターネット中継

　本会議は、インター
ネットで生中継と録画
中継を行っています。

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、
市政に反映させる方法として請願と陳
情があります。
　請願は、紹介議員を必要とし、提出
後は所管の常任委員会などへ付託して
審査します。その後、委員会審査の結
果を本会議へ報告し、議会としての採
択、不採択などを決定します。
　陳情は、請願と同じような性格のも
のですが、紹介議員を必要とせず、提
出後は議会運営委
員会でその取り扱
いについて協議し
ます。

請願・陳情を市議会へ


